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３月ダイヤ改正以降、一ケ月が経過した。分会は今月９日から１１日にかけ

て職場集会を開催し、ダイ改以降の行路等に対する意見を受けた。以下、出

された意見と問題点を明らかにする。

○運転士の場合、出勤点呼から乗務点呼までダイ改までは１７分があったが現

在は１４分である。アルコール検査が含まれているにもかかわらず乗務前の準

備時間が３分削られているが、どの部分を削ったのか明らかにすること。

○出勤時刻から乗務点呼までの時間が１４分間しかない。掲示確認・徐行ノッ

チ制限の確認・報告書の準備・便乗列車があれば案内カードの準備・Ｓカード

の動作確認・時計の整正・クルーとの打ち合わせ５分前点呼を基本としている

ので、これだけの事を９分間で行うのは無理ではないか。

おかしいと思うだろう。会社は２月業務委員会の中で以下のように回答した。

行路の形態や業務の内容が変更となることを踏まえ、準備報告時間や点呼時

間の変更を行っており、準備報告時間及び折り返し時間の見直しを行ってい

る。個別の具体的な報告の増減について、詳細な時間を示す考えはない。

会社は乗務点呼の簡略化などにより運転士の場合トータルとして△２分（※）

とした。そもそもトータルで考えることがおかしい。出勤時刻から乗務点呼前の

準備にはアル検が増えてタイトになっている。結果、早め出勤というサービス

労働が発生している！会社は実測データを含め詳細な時間を示せ！

（※）準備報告時間 乗務前、運転士はダイ改前 35 分⇒ダイ改後 33 分


